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【目的】カニクイザルの従来の過剰排卵誘起方法では、回収卵子の成熟率が一

様でない。ヒトでは、過剰排卵誘起処理時に主席卵胞直径が採卵の目安となっ

ていることに着目し、カニクイザルに対する適用の可能性を検討した。本研究

では、過剰排卵誘起処理によって成熟卵子（MⅠ・MⅡ期）をより多く回収す

るために主席卵胞直径と卵子の成熟率との関係を検討した。 
【実験.1】PMSG を用いて過剰排卵誘起処理を行った。処理 7 日後、処理 9
日後、採卵直前に超音波診断を行い、主席卵胞の直径を測定した。採卵は、腹

腔鏡下で行った。回収成熟卵子は、直ちに ICSI を行い、胚盤胞期胚への発生

率を調べた。 
【結果および考察.1】処理 9 日後に主席卵胞直径が 5mm 以上の個体において

は、回収卵子の多くが成熟卵子であり、胚盤胞期胚への発生率も高く、質の良

い卵子だと言える。また、処理 9 日後に主席卵胞直径が 5mm 以上に達するた

めには、処理７日後に主席卵胞直径が 4.5mm 以上必要であることが判明した。 
【実験.2】実験.1 の結果を踏まえ、処理 7 日後の診断で主席卵胞直径が 4.5mm
未満の個体について、投与量を増量して過剰排卵誘起処理を行った。実験.1
と同様に診断し、採卵後に ICSI を行った。 
【結果および考察.2】投与量を増量した個体からは、平均 45%で成熟卵子を回

収できたが、桑実胚までは発生するが胚盤胞期胚への発生は見られなかった。

増量したため卵子に負荷がかかっていると考えられる。この場合では、卵子へ

の負荷を軽減する受精法の検討が必要であると考えられる。 


